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１.調査研究の背景と目的
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➢昨今、AI技術の発展は目覚ましく、各業界・分野においてAI技術を活用した
生産性向上、業務の効率化に向けた取り組みが進められている。

➢建設分野においてもインフラ整備に係る各フェーズ（調査、設計、施工、点
検、運用など）においてＡＩの活用・普及により人手不足の解消や業務効率
の改善等が求められている。

➢建設分野におけるAI活用に関し、各種文献等様々な情報を広く収集・調査し、
フェーズ、工種、目的物などに応じたAI活用状況の傾向を分析し、AI活用に
関する体系的なとりまとめと、技術ニーズを把握する必要がある。

１．調査研究の背景と目的

建設分野や関連分野のAI活用に関する情報を広く集め、傾向を分析することで、

AIに関する技術開発のトレンドを把握すると共に、

今後、技術開発が求められ、活用が見込まれるAIに関する技術ニー

ズの把握を目指す。
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２.調査方法
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２．調査方法

（１） 調査の進め方

➢調査対象技術
建設分野で開発、実証、実用されているAIを活用した技術。
活用場面は、建設に関わる全てのフェーズを対象。
海外の技術も調査対象。

➢収集方法
学術論文、プレスリリースなど公表済みのソースから情報を収集。

➢調査期間
2017年1月から2023年3月（2022年度末）までの期間に公表された情報。
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（２） 調査対象

■ 2017年～2021年度末

専門誌×24誌、業界紙×1紙、シンポジウム・学術論文×6大会、国土交通省関連注1)×7情報、
プレスリリース（ゼネコン、コンサル、海外建設会社、建機メーカ）×49社、Webニュース
×6媒体 注1) i-Construction、NETIS、国土技術政策総合研究所等のWeb情報

■ 2022年度以降
効率的に調査を進めるため、調査対象のスクリーニングを実施
建設分野のAI活用に関して多くの情報が得られる下記の媒体を調査対象に選定

➢シンポジウム・学術講演会
土木学会年次学術講演会
AI・データサイエンスシンポジウム
ISARC (International Symposium on Automation and Robotics in Construction)

➢プレスリリース等
建設ITワールド（https://ken-it.world/it/）
建設分野のプレスリリース等をまとめて紹介するWebサイト
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（３） 情報収集の成果物

➢集計表（ Microsoft Excel ）

• 収集された各文献について、重要な項目や情報を整理

• 集計表では、1行に1つの文献を対応させて各種項目で分類

• それぞれの文献が文献名や出典元、発行年、題名などの項目に基づい
て適切にカテゴリー分けされ、効果的に検索・比較可能

➢収集した文献のPDFファイル

• PDF形式で1文献ごと1ファイルに保存.

• それぞれに固有の番号を付与

7

２．調査方法



（４） 集計表（ Microsoft Excel ）
について

(4)-1集計項目

①フェーズ
AI技術が活用される場面について、「調査」 「設計」 「施工」 「製作」
「点検」 「修繕」 「点検～修繕」 「運用」 「その他」に分類。

②工種
AI技術が活用される工種について、国土交通省土木工事積算基準に基づく工種
区分で分類 （フェーズが「施工」 「製作」の場合のみ）。

③目的物・目的物対象
AI技術が関連する対象物（構築されるものや点検対象など）について、国土交
通省土木工事共通仕様書等に基づき分類。
例：「道路 – トンネル（NATM）」 、「河川 – 水門」など
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２．調査方法

④対象機械
AI技術に関連する機械について、建設機械等損料表、およびこれに含まれない計
測機械、特殊機械等を加え分類。

⑤使用データ
AI技術が使用するデータの種類（画像、音、テキスト など）。

⑥AIの種類
AI技術のベースとなるアルゴリズム。

⑦効果
得られる効果で分類（安全性向上、生産性向上 など）。

⑧開発レベル
AI技術の開発達成度を分類（実用レベル、実証レベル、研究開発段階 など）。

⑨関係者
AI技術の開発等に関わる企業や団体（ゼネコン、メーカー、ITベンダー、大学・
教育機関、研究機関など）。
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AI・データサイエンス
論文集, 1 巻 , J1号,
p.17-24

https://www.jstage.jst.go

.jp/article/jsceiii/1/J1/1_

17/_pdf/-char/ja
2020

インフラデータプラットフォームの活
用インフラマネジメントから防災情
報システムへ

首都高速道路で実装しているインフラデータプラッ
トフォーム（i-DREAMs®）について述べる．また，当
該プラットフォームのCIM との親和性，災害時など
異常時の情報を統合・管理する総合防災情報シス
テムへの進化，他システムへの拡張性などについ
て述べる．

点検～
修繕

- 道路 - 首都高の構造物全般 ─ - ─ - ─ - ─ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○
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グを用いたアスファルト舗装のひ
び割れ自動検出

良質なデータを選別しながらデータ量を増やすこと
で，ひび割れ検出の精度を効率的に向上させるこ
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度が向上することを確認した．さらに，モデルのひ
び割れ検出結果を利用して舗装の健全性判定を
行い，その結果をGIS上にマッピングした．
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論文集, 1 巻 , J1号,
p.168-179

https://www.jstage.jst.go

.jp/article/jsceiii/1/J1/1_

168/_pdf/-char/ja
2020

苦手タイプ改善型ディープラーニン
グを用いたアスファルト舗装のひ
び割れ自動検出

良質なデータを選別しながらデータ量を増やすこと
で，ひび割れ検出の精度を効率的に向上させるこ
とを試みた．この手法で得たモデルと，無作為に選
んだデータを学習させたモデルの精度を比較したと
ころ，本研究手法によるモデルの方が安定して精
度が向上することを確認した．さらに，モデルのひ
び割れ検出結果を利用して舗装の健全性判定を
行い，その結果をGIS上にマッピングした．

点検 - 道路 舗装 ─ - ─ - ─ - ─ - ○ ○ ○ ○ - ○
愛媛大学
東京大学

- 愛媛大学
/道路道路/点検

タイトル名 コメント
対象機械
分類4

対象機械
名称4

備考
通し

番号
番号

雑誌名（書名），新
聞紙

WEBサイト、出典元
リンク先 発行（掲載）年

フェーズ 工種
実
用

使用データ AIの種類

不
明

・
未
定

K
平

均

ア

ソ

シ

エ
ー

シ

ョ
ン

S
N

S

G
A

N

強
化

学
習

機械学習 転
移

学
習

ル
ー

ル
ベ
ー

ス

実
証

研
究
開
発

そ
の
他

対象機械
分類1

対象機械
名称1

対象機械
分類2

対象機械
名称2

対象機械
分類3

対象機械
名称3

不
明
・
未
定

分
類

不
明

教師あり学習

分
類

不
明

S
V

M

回
帰

分
析

決
定

木

Newralnetwork

分
類

不
明

Deep Learning

開発レベル

画像 数値 音

教師なし学習

分
類

不
明

テ
キ
ス
ト

そ
の
他

静
止

画

動
画

点
群

デ
ー

タ

セ
ン

サ
デ
ー

タ

音 声

そ
の

他

目的物 目的物対象
技術名称（案）

*固有技術名称が無いもの
企業名/目的物/フェーズ

備考

効果

固有技術名称
*開発者等により

名付けられているもののみ

コ
ス
ト

減

生
産
性

安
全
性

品
質
向

上

精
度
向

上

省
人
化

人
材
育

成

そ
の
他

備考

関係企業

関連企業名

分類

ゼ
ネ

コ
ン

メ
ー

カ
ー

ベ
ン

ダ
ー

大
学

研
究

機
関

発
注

者

不
明

２．調査方法



３．AI活用事例の調査結果と考察
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（１） 調査件数 今回の調査では下表に示す件数の文献を収集した。

調査期間 2017～2018年 2019～2020年 2021～2022年注１） 総計

全体 54 356 621 1031

国内分 28 303 560 891

海外分 26 53 61 140

調査期間 2017～2018年 2019～2020年 2021～2022年注１） 2017
～2022年注1、注2)

全体 50 269 489 724

国内分 25 219 432 599

海外分 25 50 57 125

調査期間（2年間または全期間）毎に重複除外した後の調査件数

13

調査文献数

1技術1件となるように重複文献を除外した。

注１) 2023年3月までの件数を含む

注２）2017～2023年3月の全期間に同じ技術の文献が複数あった場
合でも1件としてカウントしているため、2年毎の集計の合計
とは異なる件数となる。

３．調査結果と考察



（２） 建設分野におけるAI活用フェーズと対象

•フェーズとしては、「点検」、「施工」、「調査」の順で多く、年数とともにそれ
ぞれ増加傾向にる。

14

３．調査結果と考察

調査

設計

施工

製作

点検

修繕

点検～修繕

運用

その他1
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対象

•活用されている対象としては、特に「道路」が多い。
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（３） 建設分野におけるAIの使用データ
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（４） 建設分野におけるAIの種類

ニューラル
ネットワーク

326 件
68%

決定木
28 件

6%

SVM
11 件

2%

回帰分析
8 件
2%

不明
106 件

22%

【教師あり学習の内訳】

教師あり

479 件

56%

教師なし

19 件,, 2%

強化学習

12 件, 2%

その他

16 件, 2%

不明・未定

327 件

38%

【AIの種類】

16

• AI技術の紹介や技術動向
• AI技術を活用した際の課
題・提言を言及しているも
の

• 具体的な技術名は記載されていな
いが，「AI」や「機械学習」を使用し
て，データを学習させたといった記
載があるもの



４．AI活用事例
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建設分野におけるAI技術の例

18

４．AI活用事例

１．造成工事を対象としたデジタル施工管理システム
清水建設株式会社

２． AI制御による不整地運搬車（クローラキャリア）の自動走行技術
株式会社熊谷組

３．AI画像認識技術を活用した粒度管理システム「T-iTsubumil」
大成建設株式会社

４．建設現場におけるAIを活用した危険予知・注意喚起の取組み
三井住友建設株式会社

５．画像によるコンクリートスランプ管理システム
株式会社大林組



造成工事を対象としたデジタル
施工管理システム

清水建設株式会社

AI活用事例１

（AIによるダンプトラックの状態遷移識別）



• ステータス管理（稼働、休止等）
• 稼働状況把握（稼働率、稼働時間、移動距離、移動場所）
• 高精度な位置情報
• 運土情報（ダンプ運搬回数）
• 施工高さMAP
• 運搬土量帳票 自動作成
• 作業日、作業量、天候等の記録

■期待される導入効果

Shimz-Smart-Site®Analyzer_ダッシュボード
(web上で閲覧)

■特徴

■導入方法

建機の位置情報と作業情報を集約・可視化し，リアルタイムで分析するシステム

• 建機に専用デバイスを取付
         →誰でも取付・取外し可能(取付時間15分程)

• 可視化ツールは現場ごとに合わせて作成
→現場の閲覧したい情報のみをピックアップして表示可能

• 施工管理の省力化
• 施工改善による生産性向上

造成工事を対象としたデジタル施工管理システム（AIによるダンプトラックの状態遷移識別）

■目的

造成現場における現場全体の効率化

データフロー図



造成工事を対象としたデジタル施工管理システム（AIによるダンプトラックの状態遷移識別）

■AIによるダンプトラックの状態遷移識別

3DLiDARによって取得した点群データを元にベッセル内の状況を判定(空荷・積荷・荷降ろし)
GNSSによる位置情報と組み合わせすることにより、積土場所・盛土場所を特定

空荷（empty） 積荷（carry） 荷降ろし（dump-up）

ダンプトラック状態遷移図

ダンプ専用デバイス

設置状況

ダンプトラックに搭載する計測機器は3D LiDAR，GNSS，データ処理用PC，LTE通信機器で構築
3DLiDARはベッセル内部の点群データを取得しており、データ処理用PCで状態判定後、位置情報と共にクラウドに送信されデータ分析に使用

■デバイス



点群データを用いたダンプの状態監視（空荷）

判定：空荷

ベッセル内：空

点群
AI判定結果

造成工事を対象としたデジタル施工管理システム（AIによるダンプトラックの状態遷移識別）



点群データを用いたダンプの状態監視（積荷）

判定：積荷

ベッセル内：土あり

点群
AI判定結果

造成工事を対象としたデジタル施工管理システム（AIによるダンプトラックの状態遷移識別）



点群データを用いたダンプの状態監視（荷降ろし）

判定：荷降ろし

ベッセル動作=積み下ろし

点群AI判定結果

造成工事を対象としたデジタル施工管理システム（AIによるダンプトラックの状態遷移識別）



ダンプトラック個別運搬回数

A Area B Area

C Area B Area

C Area C Area

運土帳票運土位置MAP

ダンプトラック運土分析

■運土位置MAP

「Carry:積土」，「Dump-
up:盛土」した箇所を現場図面
上にプロット どのエリアで積
土・盛土しているかの 傾向を
把握することができる

■ダンプ運搬回数

GNSS情報とAIによるダンプ
積み込み認識情報を組み合わ
せて，正確な積土位置と荷降
し位置をMAPに表示

■運土帳票

運土運搬データを処理し帳票
を作成
Excelファイルとしてダウン
ロードも可能。週や月毎の帳
票作成も可能。

造成工事を対象としたデジタル施工管理システム（AIによるダンプトラックの状態遷移識別）



🄫KUMAGAI GUMI CO., LTD.

３．AI活用事例

ＡＩ制御による
不整地運搬車（クローラキャリア）の自動走行技術

株式会社 熊谷組

26

AI活用事例2
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ネットワーク対応型無人化施工システム
 無人化施工で必要とされる下記の信号を変換機器によってＩＰ化して伝送し、1つのM2M

（Machine to Machine）ネットワーク上で無人化施工機械群の一元管理するシステム
①建設機械の遠隔操作信号
②作業用固定カメラ・車載カメラの映像信号
③情報化施工機械(MC･MG)の制御信号



不整地運搬車の自動走行技術

【自動走行フロー】

（１）教示運転
オペレータが遠隔操作室から不整地運搬車を

遠隔操作し、その時の速度の加減と経路の情報
を基に経路情報を作成する（教示データ）

（２）自動走行準備
前進・後進信号と自走走行開始信号を送信す

ると、車載PCは教示データを読み込む

（３）自動走行
車載PCが教示データと車両の現在位置を比

較にながら制御して不整地運搬車を走行させる



【AI制御技術】
•教示運転に基づく不整地運搬
車の自動走行技術

• AIによる運行管理技術
を組合せた制御技術
•同一経路上を往復する複数台
の不整地運搬車を効率よく自
動制御

•無人化搬送車（AGV
Automatic Guided 
Vehicle）の経路計画で用い
られる手法から独自技術を組
み合わせ、走行経路と車両位
置を解析することにより組合
せ最適化



30

【AI制御技術】
•無人化施工をベースとしたオペレータ主体のシステムである。
•仮想レールの設定から制御までオペレータが管理する。
•人による運行管理が不要になるため、土砂積載から土砂運搬の一連の作業がオ
ペレータ1名で可能。

•自動制御にトラブルがあってもオペレータが介入し、遠隔操作で復帰できる。



31

不整地運搬車の自動走行技術

【特長】
教示運転により、現場環境に合わせた経路生成が
容易

✓教示運転時の地面の凹凸や障害物等へ対応が
教示データに反映されるため、現場状況を把
握するためのセンサに依存しない安全な自動
走行を実現

✓熟練オペレータによる教示運転により、走行
精度向上

【課題】
走行経路の複雑化や走行台数の増加により運行管
理が困難に

→オペレータに代わる管理手段としてAIによる
運行管理を開発
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遠隔操作による教示運転を実

施し、教示データ作成

AI作業フロー

車両同士の安全な位置関係や衝突の
可能性がある位置関係を計算し、安
全である状態のみ抽出

全ての位置関係の状態から、コ

スト・時間が最小となる効率的

な運航計画パターンを生成

運行計画パターンを車両に指示す

るとともに、常時AIによって走行

の開始・停止の判断が行われる。



3333

【AI活用箇所】
•教示させた仮想レールの解析および運行
計画

【AIに使用するデータ】
• GNSSデータ、形式はテキストベース

【実績】
•阿蘇大橋地区斜面対策工事
•大切畑地区県営農地等災害復旧事業第1号
工事

【技術的課題等】
•車両位置のパターンをすべて計算するた
め、車両台数の増加や複雑な経路におい
て計算量が膨大になる。

施工検証状況（操作室）
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AI画像認識技術を活用した
粒度管理システム
「T-iTsubumil」

大成建設株式会社

AI活用事例3





建設現場におけるAIを活用した
危険予知・注意喚起の取組み

三井住友建設株式会社

36

AI活用事例4



建設業における安全管理：開発の背景

37



産業別の災害による死亡者数推移

38

全産業

建設業
製造業

厚生労働省ＨＰ
労働災害発生状況
データより作成



人は自分が気にしているものに注意が行く

•新聞広告

•電車の中吊

39



「安全・注意喚起ＡＩ」の目的

• タイムリーな気づきによる災害の削減を目的とした注意喚起ソリューションの実現。

⇒技能者の属性と作業内容にあわせた安全注意喚起

40



①当社で発生した災害事例が再発防止に十分生かされていない。

⇒災害事例を貴重なナレッジとして“現場で”活用する。

②現場で毎日行われているＫＹ（危険予知）活動がマンネリ化している。

⇒これから実施しようとしている作業に関連する実際の災害事例をその場で知る
ことで“心に響く”ＫＹを実現する。

41

着眼点



ＫＩＢＩＴの利用FRONTEO社の自然言語処理ＡＩエンジン

•国際訴訟において限られた時間の中で大量のテキストデータか
ら証拠となるデータを発見する。

•過去に発生した災害事例から、これから実施する作業と同様の
環境で発生したものを発見する。

42



ＡＩと検索システムの差

•通常の検索システムの場合、少ないインプットで大量のデータか
ら意図する事例を瞬時に抽出することが困難と考えられる。

•検索システムは事例の追加時に検索キーとなる言葉の設定作業
が必要となり、作業の負担が大きい。ＡＩは災害報告の文章をその
まま使える。

• ＡＩは将来的なシステムの利用シーンとして拡張性が高い。
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技術検証（ＰｏＣ）の実施

• 本当に実現可能かを確認する技術実証（ＰｏＣ）を実施。

• 災害データ約1300件を利用し、職種と作業内容から起こりうる災害データを抽出可
能かを検証。

• 職種と作業内容を単純に与えたのみでは適合率は ４６％であった。

• 作業内容に関連する情報（使用機材、道具、危険要素等）をあらかじめ与えておくこ
とで、適合率が８１％に改善。
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現場利用版の開発

• 現場において朝礼後に職種（チーム・班）毎に行なわれるＫＹ活動で利用
することを想定したシステムを実装。（事例数5000件以上）

• ｉＰａｄ／ＰＣを利用。（作業所担当者が持つデバイスですぐ使える）

• 作業所担当者が職種ごとのＫＹ活動に参加し、職種と作業内容を入力する
と、発生する可能性のある災害事例を表示する。これをチーム・班内で共
有し、ＫＹＫ記録に残す。
• 毎日同じ作業でも違う事例を提示する。
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2021年度 運用開始

• アンケートによるフィードバックを得つつ全店展開中
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2021年度 運用開始

• アンケートによるフィードバックを得つつ全店展開中

47



フィードバック

•経験の浅い作業所担当者の教育になる。

• ＫＹのマンネリ化を防げる。

•操作が簡単でいつでも使える。

•出てきた事例をすぐに理解するのは難しい。

•図がないものは伝わりにくい。

•画面では小さいので印刷して配りたい。
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株式会社大林組

画像によるコンクリート
スランプ管理システム

生コン車の荷卸し画像からAIにより

スランプを全量監視
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４.まとめ
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➢調査件数の傾向から、建設分野におけるAI活用への取り組み事例が加速度的
に増加していることがうかがえる。

➢その一方で、AIの技術が一般的になり、多くの企業や機関がAIを活用してい
る状況を考慮すると、文献やプレスリリース等では、AIの活用について、強
調されない傾向があると推測される。

➢2022年11月のChatGPTの公開等を経て、生成AIは目覚ましい進歩を遂げ、
建設分野でも活用事例が増え始めている。本調査研究では、2023年3月まで
に公表された文献等を対象としたことから、生成AIの活用が顕在化していな
かった。

➢今後は、生成AIの活用拡大の動向も踏まえ、建設分野における生産性向上や
省人化に有効と考えられるAIを活用した施工の自動化などの調査研究等を進
めていく。

52

４．まとめ



➢成果物（報告資料、集計表と文献ごとのPDF

ファイルや集計結果）のご利用に関するお問い合

わせは、当センターまでお願いします。

53

４．まとめ
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今回の発表資料をまとめるにあたり、建設分野におけるAIを活用し
た技術を開発されている以下の5社の皆様には、各社の技術に関する
資料や情報を提供していただきました。

✓清水建設株式会社

✓株式会社熊谷組

✓大成建設株式会社

✓三井住友建設株式会社

✓株式会社大林組

この場を借りて心より感謝申し上げます。

謝 辞
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